
iPadでも
英検対策。

使い方ガイド
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1.学習コースを選ぼう

ホーム画面では、英語力を強化する3種類の学習コース

が選べます。操作方法は、順番に学習を進めていけるよう

に、わかりやすく作られています。

また、前回学習した内容は「前回の続き」ボタンから、

すばやくアクセスできます。学習状況といっしょに表示

されますので、やりかけの学習を忘れずに続けることが

できます。
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学習コースの特長を知ろう！

ペーパー教材に比べ、はるかに効率的でスピーディな学習を実現しています。

ここでは、学習コースの特長を3つご紹介します。

過去の出題問題を徹底分析した「でる順パス単」で、

単語・熟語・会話表現を完全マスターしましょう。

すべての単語・熟語・会話表現が音声データ付きなので、

発音を聴きながら学習することで、リスニング力も

身に付きます。

【学習メニュー】

●基本学習 ●トレーニング ●確認テスト ●弱点チェック
学習画面の例（画面は基本学習）

学習画面の例（画面は全国模試）

学習画面の例（画面はトレーニング学習）

受験の定石は過去問制覇。過去問の出題パターンごとに

レッスン分けされています。同じ出題パターンを徹底して

解きながらマスターしましょう。

過去6回分の過去問題や全国模試など習熟レベルを確認する

機能も充実していますので、実力チェックもばっちりです。

【学習メニュー】

●トレーニング ●確認テスト ●弱点チェック ●全国模試

最新の英検Ⓡに対応した本番形式の受験対策です。

各レッスンが7日間（※）で完成するよう構成されています。

英検Ⓡの出題パターンごとにレッスン分けされていますので、

同じ出題パターンを徹底して解きながらマスターしましょう。

※「会話文のリスニング」は、6日間・7日間の2日間での仕上げとなっています。

【学習メニュー】

●トレーニング ●確認テスト ●弱点チェック
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2.学習メニューを選ぼう

学習コースを選んだら、画面右に表示される学習メニュー

から、学習したい内容のボタンを選ぶと、

選んだ学習メニューに応じた画面に切り替わります。

学習メニューのボタンが画面右に表示されます。

ボタンを押すとこのように画面が切り替わります。

基本学習の画面例 弱点チェックの画面例 確認テストの画面例

学習コースの特長を知ろう！
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3.学習メニューの詳細を選ぼう

基本学習、トレーニング学習については、どのステップから

でも学習スタートできる選択画面が用意されています。

ステップリストから学習したい内容を選びましょう。

ガイダンスにそって選択すると、いよいよ学習スタートです！

ステップ① レッスン名を選択します。 ステップ② 収録のリストから学習内容を選択します。 ステップ③ 学習を始めましょう！
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4.確認テスト・全国模試に
何度でもチャレンジしてみよう

確認テスト・全国模試（過去問集）は、いつでも何度でも

手軽に受けられる実力チェック機能。問題は、トレーニングの

収録問題から毎回一定数をシャッフルして出題します。

その場で瞬時に自動採点するので、すぐに結果がわかります。

また、成績グラフ、チャレンジ回数、平均点などのデータを

表示するので、現在の実力が手に取るようにわかります！

5.自動でリストアップされる
弱点問題を克服しよう

トレーニングで間違えた問題は自動的にリストアップされる

ので、この画面で弱点や苦手な問題の傾向がわかります。

また、弱点を克服するため、この画面から問題に再チャレンジ

できるようになっています。

正解するとリスト内から、これらの問題が削除されますので、

受験前にはここを完全にクリアしておきましょう！

テスト開始画面

テスト終了画面

テスト開始画面ではこれまでの履歴情報が表示されます。

テスト終了画面では自己分析に便利なデータを表示します。

弱点チェックの

2つの再チャレンジ方法

●「弱点を克服する」ボタンを押す⇒間違った問題のうち、新しい順に再チャレンジ。

●リストから問題を選ぶ⇒選択した問題の再チャレンジがスタートします。

®
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6.学習の基本操作（基本学習）

①暗記BOX ②音声データ ③ふせん ④前に戻る・次に進むボタン

「基本学習」は、暗記済みの単語・熟語をチェックしていく

ことで学習が進んでいきます。

和訳をワンクリックで確認でき、同時に発音チェックや例文の

リスニングもその場で確認できますので、高い学習効果が期待

できます。ノートを使いながら、暗記学習を徹底すると、より

いっそう効果的です！

7.学習の基本操作（トレーニング）

「トレーニング」では、テスト形式で学習を進めて、さらなる

実力アップを目指します。「基本学習」同様に、発音や例文の

リスニングもできます。

①暗記BOX ②音声データ ③ふせん ④前に戻る・次に進むボタン

隠したり表示させたり、

2つの便利な表示切替機能

●黄色いふせん紙をタッチすることで、和訳を表示したり非表示にできます。

※タッチしたまま動かすことも可能です。

●暗記Boxにチェックを入れると表示が薄くなり、暗記済みの単語がひと目でわかり、

進み具合はゲージが緑色になり、反映されます。

®

トレーニング学習の考え方
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8.知っておくと便利、トレーニング学習中のさまざまなヒント

「トレーニング」学習は、間違うとRetry（再チャレンジ）となり、正解するまで先に進めません。また、和訳（4択）では、

選択語群が自動的にシャッフルされるなど、しっかり覚えていないと正解できません。でも、もしわからなくても大丈夫。

正解しても間違えても、解答後に解説やたくさんのヒントが現れるので、その場でしっかりと確認ができます！

※辞書機能：和訳を表示するのは、でる順パス単に収録されているものです。

解答後に選択肢の色が変わります（不正解＝赤、正解＝青）。

意味がわからない単語をクリックすると和訳を表示（※）。

解答後に「和訳を見る」ボタンで表示。

正解するまで進めないので、答え合わせをして再学習しましょう。

長文問題で他の設問がある場合は、解答前に他の表示もできます。

解答後に解説文を自動表示。「解説を見る」ボタンでも再表示。
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9.知っておくと便利、トレーニング学習中の操作方法

「トレーニング」学習は、問題形式によって操作方法が違います。

わからない操作方法があったら、以下の内容を参考にしてください。

選択肢の中から適切なものを選んで解答しましょう。

選択肢から選ぶと解答欄に、消しゴムでSelectBoxに戻ります。

エリア内に収まらない文章は、スクロールで表示できます。

黄色で表示されている問いについてキーボードで入力します。

アイコンを押して、リスニング後にSelectBoxが現れます。

この例では、一覧から同じ長文が3問続くことがわかります。


